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『老人と海』を
読んでの実感

（現６年当時５年）



僕が、
『老人と海』を
手に取ったのは、

3月の
最初のころでした。



僕は、
この本を手に取る前に、

『大草原の小さな家』と

いう小説を読みました。



この
『大草原の小さな家』は、

自然の中での人々を
描いた物語で、
面白かったです。



ここで、
初めて小説の良さを知り、

僕は、
「小説をもっと読みたい」
と、とても
強く思いました。



そこで、
僕は、
本屋さんに行き、

小説を
買いに行きました。



その中でも、
人一倍、

僕の目を
引き寄せたのが、

『老人と海』でした。



父は、
「難しいから、
やめた方がいいよ。」

と言っていましたが、

どうしても
読みたかったので、
買いました。



この本は、
老人が、
かこくな人生を
送っていながらも、

魚の漁を
続ける物語です。



その中で、
一番心に残った
言葉は、

老人が、



「魚よ、
こうなったら、
おれは、
くたばるまで
付き合うぞ。」
と言ったシーンです。



なぜかと言うと、
老人の思いと決意の
二つが、
とても伝わり、

とても
感動したからです。






